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病理診断部	(2011.1〜2011.12)	

	

(A)	論文	

	

1．Tanaka	M,	Shibahara	J,	Fukushima	N,	Shinozaki	A,	Umeda	M,	Ishikawa	S,	

Kokudo	N,	Fukayama	M.	Claudin-18	is	an	Early-Stage	Marker	of	Pancreatic	

Carcinogenesis.	J	Histochem	Cytochem.	59(10):942-952,	2011	

2．Yamao	K,	Yanagisawa	A,	Takahashi	K,	Kimura	W,	Doi	R,	Fukushima	N,	Ohike	

N,	Shimizu	M,	Hatori	T,	Nobukawa	B,	Hifumi	M,	Kobayashi	Y,	Tobita	K,	Tanno	

S,	Sugiyama	M,	Miyasaka	Y,	Nakagohri	T,	Yamaguchi	T,	Hanada	K,	Abe	H,	Tada	

M,	 Fujita	 N,	 Tanaka	 M.	 Clinicopathological	 Features	 and	 Prognosis	 of	

Mucinous	Cystic	Neoplasm	With	Ovarian-Type	Stroma:	A	Multi-Institutional	

Study	of	the	Japan	Pancreas	Society.Pancreas		40:67-71,	2011	

3．中曽根悦子，坂東政司，中屋孝清，山沢英明，福嶋敬宜，西村直之，砂田圭

二郎，杉山幸比古：ダブルバルーン小腸内視鏡で診断した肺大細胞癌小腸転移

の 1例．日本胸部臨床，第 70 巻 5 号，520-525，2011	

4.	宮崎千絵子，坂谷貴司，佐藤政広，大澤英之，尾本和，竹原めぐみ，塩澤幹

雄，吉澤浩次，水沼洋文，穂積康夫.	乳房内に発症した間質肉腫の 2 例.	乳癌

の臨床	 26:257-262,	2011.	

	

(B)	著書・総説	

	

	 1.	坂谷貴司.	免疫染色のしくみ	 -診療の質を高めるための病理学的知識-.		

乳癌の臨床	 26:657-662,	2011.	

	 2.	坂谷貴司，二村聡，福嶋敬宜.	特殊染色の基礎知識	臨床に活かす病理診

断学	 消化管・肝胆膵編，福嶋敬宜・二村聡編．pp201-214，医学書院，東京，

2011．	

		 3．福嶋敬宜，二村聡[編]：	 臨床に活かす病理診断学－消化管・肝胆膵編	

第２版，医学書院（東京），20１１	

	 	4.	福嶋敬宜：	 胆膵腫瘍組織分類における癌取扱い規約と WHO 分類の異同

と課題.胆と膵 32:	 2011	

	 	5.	福嶋敬宜：膵腫瘍における神経内分泌腫瘍の位置付け．肝胆膵	 63 巻 2
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号，2011		

福嶋敬宜：Mucinous	Cystic	Neoplasm 悪性例の病理像および悪性頻度．肝胆膵，

2011		

	 	6.	福嶋敬宜：Ⅱ．膵，１．2010 年 WHO 新分類の Overview，肝胆膵	62 巻 1

号，2011	

	

(C)	学会発表	

	

1.	Hiroki	Imada,	Shin	Saito,	Kazue	Morishima,	Yoshikazu	Yasuda,	Naohiro	

Sata,	Noriyoshi	Fukushima．：A	cystic	neoplasm	of	the	liver	with	a	focal	

sarcomatoid	component．The	57th	Fall	Annual	meeting	of	the	Japanese	Society	

of	Pathology,	Satellite	Symposium;	Pancreatic	and	Hepatobiliary	Disease	

2011	Tokyo，Nov.16,2011	

	2.	鈴木司，二階堂貴章，飛田野清美，櫻井達夫，岩津加奈，湯村和子，福嶋

敬宜：“足突起細胞陥入糸球体症”31 症例の臨床病理学的検討－第 10 回	 自治

医科大学シンポジウム,	栃木，2011 年 9 月 2 日．	

3.	喜舎場由香，松原大祐，仁木利郎．肺腺癌における筋線維芽細胞の多様性に

ついての免疫組織学的検討．第 100 回日本病理学会会誌，東京，ポスター発表，

2011 年 4 月 28-30 日．	

4.	喜舎場由香,	松原大祐,	仁木利郎.	一般示説：肺腺癌における snail の発現

についての免疫組織学的検討.	第 52 回日本肺癌学会会誌、大阪、2011 年 11 月

3 日-4 日．	

5.	松原大祐,	石川俊平，深山正久，仁木利郎.	一般示説：肺腺癌症例の気管支

上皮マーカーの発現に基づく分類：組織学的形態、遺伝子異常、EGFR,MET の活

性化との関連.	第 52 回日本肺癌学会会誌、大阪、2011 年 11 月 3 日-4 日．	

6．森嶋	計、	俵藤	正信、	小泉	大、	藤原	岳人、	佐久間	康成、	太田	真、	清

水	敦、	福嶋	敬宜、	佐田	尚宏、	安田	是和：肉腫様成分を認めた肝癌 4例の

検討．第 66 回、日本消化器外科学会総会，2011 年 7 月 13(水)～15 日(金)、名

古屋	

7．福嶋敬宜：	 消化器神経内分泌腫瘍の病理診断	～分類の変遷と新たな展開

～．第 38 回日本神経内分泌学会学術集会，2011 年 11 月 25 日,	東京	
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(D)	その他	

	

1．今田浩生，福嶋敬宜：マクロクイズ第 33 回．病理と臨床 29，1355-1358，2011	

2．福嶋敬宜：マクロクイズ第 32 回．病理と臨床 29，1251-1254，2011	

3．今田浩生，福嶋敬宜：マクロクイズ第 31 回．病理と臨床 29，1131-1134，2011	

4．今田浩生，福嶋敬宜：マクロクイズ第 30 回．病理と臨床 29，987-990，2011	

5．今田浩生，福嶋敬宜：マクロクイズ第 29 回．病理と臨床 29，869-872，2011	

6．福嶋敬宜：マクロクイズ第 28 回．病理と臨床 29，739-741，2011	

7．福嶋敬宜：比較で学ぶ病理診断	 ミニマル・エッセンシャル．第３回	 直腸

に見つかった 2種類のポリープ病変．内科 108，南江堂（東京），137-143，2011	

8.	福嶋敬宜：比較で学ぶ病理診断	 ミニマル・エッセンシャル．第 2回	 “明

るい細胞”の集簇がみられた胃粘膜病変．内科 107，南江堂（東京），917-921，

2011	

9.	福嶋敬宜：比較で学ぶ病理診断	 ミニマル・エッセンシャル．第 1回	 急速

な腎機能低下を示して亡くなった剖検例の腎組織像．内科 107，南江堂（東京），

719-723，2011	

10.	福嶋敬宜：目指せ，病理に強い臨床医！第 6回，“コンサルテーション”と

考えよう！	－病理診断科との付き合い方：検体提出～カンファレンスまで－.	

In.	瀧内	比呂也企画：消化管がん化学療法のここが知りたい（消化器 Book シ

リーズ No.6)	羊土社，181-187,	2011	

11.	福嶋敬宜：目指せ，病理に強い臨床医！第 5回，”インターナショナル”を

意識しよう！	－消化器病理・細胞診と国際分類－	 In.	花田	敬士企画：膵胆

道系疾患へのアプローチ．（消化器 Book シリーズ No.5）羊土社，219-224，2011	

12.	福嶋敬宜：目指せ，病理に強い臨床医！第 4回，“スペシャル”を活用しよ

う！	 ―消化器疾患で頻用される特殊な染色-．In.	井廻	道夫企画：これでわ

かる！慢性肝炎の治療戦略．肝がんを防ぐためのマネジメント．（消化器 Book

シリーズ No.4）羊土社，pp160-165，2011	

13.	福嶋敬宜：	 目指せ！病理に強い臨床医！第 3回	“ジェネラル”な視点を

もとう!	 ―消化器病理の理解に役立つ臓器横断的な捉え方―．In.	赤松	泰次

企画：内視鏡診療の安全管理	 偶発症や感染の予防と対処法．（消化器 Book シ

リーズ No.3）羊土社，pp161-166，2011	

14．福嶋敬宜：病理医としての、その「道」の歩き方－病理形態を基盤にした
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疾患研究～	医師・医学者としてのとんがり方まで．日本病理学会北海道支部「病

理	夏の学校」，2011 年 9 月 3 日，新ないえ（北海道)	

15．福嶋敬宜：“早期”膵癌と前駆病変－病理学的視点から－．第 12 回北海道

消化器画像・MIT 研究会（基調講演），2011 年 6 月 25 日，札幌	

16．福嶋敬宜：膵・胆管粘液産生腫瘍の病理．第 9 回病理・細胞診セミナー，

2011 年 1 月 15 日,	大阪	

	

	


